
 
小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
午
後
二
時
三
十
分
、
小
値
賀
町
役
場
議
場
に
招
集
さ
れ
た
。 

  

一
、
出 
席 

議 

員 
 
 
 
 

十 

名 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

番 
 
 
 
 

近

藤

育

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

番 
 
 
 
 

松

屋

治

郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三

番 
 
 
 
 

宮

﨑

良

保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四

番 
 
 
 
 

末

永

一

朗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五

番 
 
 
 
 

土

川

重

佳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

番 
 
 
 
 

小

辻

隆

治

郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七

番 
 
 
 
 

浦

 

英

明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八

番 
 
 
 
 

岩

坪

義

光 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九

番 
 
 
 
 

伊

藤

忠

之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十

番 
 
 
 
 

立

石

隆

教 

   

二
、
欠 

席 

議 

員 
 
 
 
 

な 

し 

  



 

三
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
説
明
の
た
め
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 
 
 
 
 

西

 

浩

三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教

育

長 
 
 
 
 

筒

井

英

敏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総

務

課

長 
 
 
 
 

西

村

久

之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財

政

課

長 
 
 
 
 

中

川

一

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建

設

課

長 
 
 
 
 

升

 

水

 

裕

 

司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教

育

次

長 
 
 
 
 

尾

﨑

孝

三 

  

四
、
本
会
議
の
事
務
局
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

長 
 
 
 
 

大

田

一

夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

書

記 
 
 
 
 

岩

坪

百

合 

       



  
五
、
議 

事 

日 

程 

  

小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会 

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
（
月
曜
日
） 

 

午
後
二
時
三
十
分 

 

開 

会 

  

第 

一 
 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
（ 

近
藤
育
雄
議
員 

・ 

松
屋
治
郎
議
員 

） 

第 

二 
 

会

期

決

定 

第 

三 
 

議
案
第
五
三
号 
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
小
値
賀
小
学
校
校
舎
解
体
工
事
） 

第 

四 
 

議
案
第
五
四
号 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
小
値
賀
小
中
学
校
校
舎
建
設
工
事
） 

第 

五 
 

議
案
第
五
五
号 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案 

第 

六 
 

議
案
第
五
六
号 

小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改
正
す
る
条
例
案 

第 

七 
 

議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て 
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午
後
二
時
三
十
分
開
会 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

こ
ん
に
ち
は
。 

 
た
だ
い
ま
か
ら
平
成
二
十
三
年
小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
を
開
会
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
お
手
元
に
配
付
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
一
番
・
近
藤
育
雄
議
員
、
二
番
・
松
屋
治
郎
議
員
を
指
名
し
ま
す
。 

 

日
程
第
二
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
し
ま
す
。 

 

本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
間
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

日
程
第
三
、
議
案
第
五
三
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

本
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

早
速
、
議
案
第
五
三
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

小
値
賀
小
学
校
校
舎
解
体
工
事
に
係
る
請
負
契
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
に
入
札
を
行
い
、
『
株
式
会
社
友

建
設
』
が
落
札
し
、
契
約
額
六
千
六
百
十
五
万
円
で
、
議
会
の
議
決
を
得
て
、
請
負
契
約
を
締
結
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
破
砕
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
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一
部
を
新
校
舎
か
ら
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
連
絡
通
路
の
下
部
工
と
し
て
溜
池
に
流
用
す
る
こ
と
に
よ
り
廃
棄
物
処
理
の
必
要
が
無
く
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
足
場
工
に
お
い
て
一
部
設
置
の
足
場
設
置
の
必
要
が
無
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
設
計
変
更
及
び
請
負
契
約
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
契
約
額
か
ら
、
四
百
九
十
三
万
二
千
九
百
円
を
減
額

し
た
、
六
千
百
二
十
一
万
七
千
百
円
で
工
事
請
負
契
約
を
変
更
い
た
し
た
く
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
及
び
小
値
賀
町

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
本
案
を
ご
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
契
約
工
期
は
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
で
す
ね
、
あ
れ
は
、
も
う
橋
を
造
ら
な
い
で
通
路
、
道
路
で
使
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
け
ど
も
、
コ 

ン
ク
リ
ー
ト
を
剥
ぐ
場
合
に
で
す
ね
、
小
学
校
の
上
に
雨
漏
り
用
の
ボ
ン
ド
が
塗
っ
ち
ょ
っ
た
で
す
た
い
ね
、
そ
の
分
は
綺
麗
に
剥
い
だ
所
と
剥 

げ
な
か
っ
た
所
が
あ
る
と
聞
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
防
水
の
防
腐
剤
が
付
い
た
ま
ま
の
が
ら
で
も
、
通
路
の
あ
れ
に
は
、
道
路
に
は
使
用
で
き
る 

と
で
す
か
ね
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

解
体
し
た
小
学
校
の
校
舎
の
屋
上
に
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
と
い
う
こ
と
で
防
水
処
理
が
さ
れ
て
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
出
来
る
だ

け
そ
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
辺
り
の
で
す
ね
、
入
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
な
る
べ
く
な
ら
、
耕
作
に
も
影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
な
ら
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
、
入
れ
る
時
の
材
料
に
つ
い
て
は
、
一
応
、
検
査
を
し
ま
し
て
池
の
中
に
は
投
入
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

例
え
ば
、
今
そ
の
雨
漏
り
用
の
防
腐
剤
を
塗
っ
た
ま
ま
で
使
用
し
て
も
、
別
に
、
そ
の
通
路
の
あ
れ
の
下
積
み
す
る
コ
ン 

ク
リ
ー
ト
に
、
あ
れ
は
影
響
は
無
い
ん
で
す
か
。 
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議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 
建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
現
在
、
小
学
校
を
解
体
す
る
前
は
、
雨
水
辺
り
は
で
す
ね
、
雨
水
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
全
部
、
今
の
池
の
中
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま 

し
た
の
で
、
一
応
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
の
上
に
溜
ま
っ
た
水
が
雨
樋
を
通
っ
て
池
の
中
に
流
れ
る
と
い
う
状
況
は
、
今
ま
で
も
あ
り
ま
し
た
の 

で
、
そ
れ
は
影
響
は
殆
ど
無
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 
ち
ょ
っ
と
私
が
心
配
し
た
の
は
、
例
え
ば
、
防
腐
剤
が
付
い
た
ま
ま
の
や
つ
を
入
れ
て
で
す
ね
、
そ
こ
を
結
局
、
水
が
行 

っ
た
り
来
た
り
し
た
時
に
溶
け
て
、
外
れ
て
で
す
ね
、
そ
れ
が
結
構
、
水
の
流
れ
を
悪
く
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、
そ 

の
点
は
も
う
大
丈
夫
で
す
か
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
自
体
は
か
な
り
劣
化
し
て
お
り
ま
し
て
、
硬
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
流
れ
出
て
水
が
通
り
が

悪
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩

坪

議

員 

八
番
（
岩
坪
義
光
） 

こ
の
解
体
工
事
に
伴
い
、
材
木
の
破
砕
で
す
ね
、
あ
れ
が
あ
る
場
所
に
野
積
み
に
し
て
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
あ
れ
は
、
い 

ず
れ
搬
出
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

う
ち
の
方
の
設
計
で
は
、
木
材
は
島
外
に
搬
出
す
る
予
定
に
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
設
計
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一 

応
、
業
者
の
方
が
チ
ッ
プ
材
、
チ
ッ
プ
を
す
る
機
械
を
他
所
か
ら
リ
ー
ス
し
て
来
ま
し
て
、
有
効
利
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
木
材
を
チ
ッ
プ 

化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
チ
ッ
プ
を
で
す
ね
、
一
応
、
畑
の
堆
肥
と
し
て
、
今
か
ら
利
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
届
出
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、 

う
ち
の
方
も
了
解
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

岩

坪

議

員 

八
番
（
岩
坪
義
光
） 

今
、
建
設
課
長
の
話
の
中
で
は
、
こ
の
木
材
も
搬
出
す
る
予
算
の
中
に
入
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
結
局
、
再
利
用
す
る
と 
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い
う
こ
と
は
、
そ
の
予
算
も
安
く
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
結
局
、
搬
出
せ
ん
…
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 
建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

機
械
を
リ
ー
ス
し
た
時
の
で
す
ね
、
リ
ー
ス
し
て
木
材
チ
ッ
プ
に
す
る
費
用
と
、
そ
れ
と
、
う
ち
の
方
が
当
初
設
計
で
み
て
ま
し
た
島
外
に
搬

出
す
る
費
用
と
を
比
較
し
た
場
合
に
、
リ
ー
ス
し
て
小
値
賀
で
チ
ッ
プ
を
す
る
の
が
、
か
な
り
ち
ょ
っ
と
高
く
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
う
ち
の

設
計
と
し
て
は
、
当
初
の
設
計
ど
お
り
島
外
搬
出
と
い
う
こ
と
で
、
そ
っ
ち
の
方
が
安
く
な
る
も
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
設
計
ど
お
り
で
、
そ
の
ま

ま
島
外
搬
出
と
い
う
こ
と
に
し
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
業
者
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
ま
た
再
利
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
高
い
ん

で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
導
入
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
五
三
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
し
ま
す
。 

 

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
五
三
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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日
程
第
四
、
議
案
第
五
四
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 
本
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 
町
長
（
西 

浩
三
） 

議
案
第
五
四
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

今
回
の
小
中
学
校
校
舎
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
済
、
社
会
の
国
際
化
に
対
応
で
き
る
「
お
ぢ
か
っ
子
」
の
育
成
や
、
小
中
合
同
校
舎

建
設
と
い
う
心
身
に
大
き
な
差
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
共
に
学
ぶ
学
校
形
態
な
ど
、
か
つ
て
な
い
教
育
環
境
整
備
の
重
要
性
か
ら
、
設
計
段
階

か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
、
関
係
者
の
様
々
な
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
設
計
を
終
え
て
お
り
ま
す
。 

工
事
の
施
工
に
関
し
ま
し
て
も
「
子
ど
も
た
ち
の
工
事
現
場
見
学
会
」
や
「
工
事
だ
よ
り
」
の
発
行
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
て
、
「
小
値
賀
の

学
校
づ
く
り
」
を
町
民
皆
様
と
共
有
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
回
、
契
約
案
件
と
し
て
上
程
し
て
お
り
ま
す
工
事
内
容
は
、
外
構
工
事
を
除
く
建
築
、
電
気
、
機
械
設
備
工
事
と
し
て
お
り
ま
し
て
、
大
規

模
工
事
と
な
る
こ
と
か
ら
、
二
社
に
よ
る
整
備
、
Ｊ
Ｖ
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
方
式
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。 

十
一
月
十
六
日
に
入
札
を
行
い
、『
上
滝
・
み
な
と
建
設
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
』
が
落
札
し
、
入
札
書
記
載
金
額
七
億
八
千
三
百
三
十

一
万
三
千
円
に
消
費
税
を
加
算
し
た
金
額
八
億
二
千
二
百
四
十
七
万
八
千
六
百
五
十
円
で
契
約
を
締
結
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六
条

第
一
項
第
五
号
の
規
定
及
び
小
値
賀
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
本

案
を
ご
提
案
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
工
期
は
来
年
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
日
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土

川

議

員 

五
番
（
土
川
重
佳
） 

七
億
八
千
三
百
万
で
、
税
込
の
八
億
二
千
二
百
万
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
も
、
こ
の
工
事
の
落
札
率
を
教
え
て
下
さ
い
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

落
札
率
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
こ
れ
か
ら
ま
た
変
更
等
が
出
て
ま
い
り
ま
す
と
、
落
札
率
を
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
公
表
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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議
長
（
立
石
隆
教
） 

土

川

議

員 
五
番
（
土
川
重
佳
） 

今
、
町
長
が
ち
ょ
っ
と
公
表
を
…
。
そ
の
工
事
の
増
減
、
増
で
す
ね
、
縮
減
等
あ
り
ま
す
け
ど
、
現
時
点
の
、
そ
の
入
札 

率
は
言
え
な
い
ん
で
す
か
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町

長 

町
長
（
西 
浩
三
） 

こ
の
落
札
率
が
で
す
ね
、
後
か
ら
数
字
を
変
更
す
る
時
に
、
こ
の
率
を
使
っ
て
変
更
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
今
、
数
字
を
言
う
と
、
先
が
ず
っ
と
、
そ
の
数
字
が
つ
い
て
回
る
も
ん
で
す
か
ら
、
公
表
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
従
来
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
土

川

議

員 

五
番
（
土
川
重
佳
） 

町
長
が
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
の
な
ら
ば
、
判
り
ま
す
。 

 

私
も
、
こ
の
議
場
に
来
て
「
落
札
率
を
ち
ょ
っ
と
言
え
な
い
。」
と
い
う
言
葉
を
貰
っ
た
の
が
、
私
は
多
分
、
記
憶
で
初
め
て
な
ん
で
す
よ
ね
。 

私
も
、
町
長
が
職
員
時
代
か
ら
の
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
知
り
ま
せ
ん
で
、
私
も
議
場
に
入
っ
て
か
ら
は
、
今
の
答
弁
は
ち
ょ
っ
と
初
め
て
聞
い
た 

も
ん
で
、
た
だ
、
今
の
現
状
の
こ
と
は
、
た
だ
、
私
と
し
て
は
「
言
え
な
い
の
で
す
か
。」
と
い
う
こ
と
ば
言
い
よ
っ
と
で
す
け
ど
も
…
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町
長
、
少
し
そ
こ
ら
辺
の
こ
う
い
う
問
題
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
具
体
的
に
で
す
よ
、
「
こ
う
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
。
」

と
い
う
こ
と
を
説
明
を
加
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
町
長
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
補
足
し
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
工
事
が
進
ん
で
い
き
ま
す
段
階
で
、
工
事
の
請
負
契
約
の
変
更
を
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
、
設
計
変
更
額
に
で
す
ね
、
変 

更
が
出
て
き
た
場
合
に
、
今
の
業
者
さ
ん
と
請
負
契
約
の
変
更
を
結
ぶ
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
あ
る
一
定
の
金
額
の
増
額
変
更
を
し 

た
場
合
は
で
す
ね
、
ま
た
見
積
書
を
そ
の
業
者
さ
ん
か
ら
貰
っ
て
見
積
入
札
を
す
る
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
設
計
変
更
額
に
今
の 

入
札
率
を
掛
け
た
金
額
が
予
定
価
格
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
予
定
価
格
以
下
で
変
更
請
負
の
契
約
を
結
ぶ
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
の
で
、 

そ
の
額
が
業
者
さ
ん
に
分
か
れ
ば
で
す
ね
、
ち
ょ
っ
と
、
ま
ず
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り 

ま
す
。 
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工
事
が
終
わ
っ
た
段
階
と
か
決
算
時
に
は
、
こ
れ
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

土

川

議

員 
五
番
（
土
川
重
佳
） 

私
と
し
て
は
、
理
解
し
ま
す
。
ど
う
も
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

た
だ
い
ま
の
落
札
率
で
す
ね
。
こ
れ
は
非
常
に
秘
密
性
の
高
い
、
先
程
も
言
い
ま
す
よ
う
に
、
予
定
価
格
が
全
て
逆
算
す 

れ
ば
予
定
価
格
が
出
ま
す
ん
で
ね
。
そ
れ
で
、
是
非
と
も
、
そ
の
落
札
率
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
秘
密
会
を
開
い
て
、
そ
こ
で
議 

論
し
て
、
そ
の
結
果
は
議
員
一
人
、
そ
し
て
ま
た
関
係
者
も
外
部
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
も
し
も
漏
ら
し
た
場
合
は
処
罰
の
対
象
に
な
り 

ま
す
ん
で
、
そ
う
い
う
秘
密
会
も
開
く
こ
と
も
出
来
る
ん
で
す
が
、
敢
え
て
、
そ
う
い
う
こ
と
は
今
回
は
し
な
い
で
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も 

思
い
ま
す
け
ど
も
、
も
し
も
秘
密
会
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ご
説
明
で
き
ま
す
か
、
町
長
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

す
み
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
れ
を
秘
密
会
で
と
言
わ
れ
て
も
…
。
先
程
、
事
務
的
に
説
明
を
し
ま
し
た
ん
で
、
事
務
的
に
答
え

れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
、
ま
ず
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

た
だ
い
ま
の
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
方
が
秘
密
会
を
開
い
て
、
そ
れ
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
執
行
部

は
答
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

続
い
て
ど
う
ぞ
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

町
長
が
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
敢
え
て
あ
れ
で
す
け
ど
も
、
今
回
の
落
札
業
者
で
す
ね
。『
上
滝
』
と
『
み
な
と
建
設
』
、
こ 

れ
は
『
上
滝
さ
ん
』
の
方
は
何
回
か
小
値
賀
で
も
仕
事
を
し
た
事
が
あ
る
業
者
と
伺
っ
て
ま
す
が
、
こ
の
『
み
な
と
建
設
』
に
し
て
は
、
ち
ょ
っ 

と
私
が
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
請
負
会
社
と
し
て
は
大
丈
夫
で
す
か
。
そ
こ
ら
辺
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

今
ま
で
の
建
築
工
事
の
場
合
の
指
名
に
は
、
大
体
『
み
な
と
建
設
』
と
い
う
の
は
最
近
ず
っ
と
入
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
今 

ま
で
の
実
績
と
し
ま
し
て
は
、「
新
小
浜
団
地
」
の
建
築
辺
り
で
『
み
な
と
建
設
』
が
入
っ
て
来
て
た
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

伊

藤

議

員 
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九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

そ
れ
か
ら
、
町
長
の
最
初
の
説
明
の
と
お
り
で
す
ね
、
本
体
と
電
気
、
機
械
、
そ
し
て
プ
ー
ル
の
棟
な
ん
か
が
含
ま
れ
て 

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
当
然
、
概
算
の
方
は
担
当
課
長
か
ら
、
こ
の
前
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
ん
で
、
大
体
九
億
五
千
万
と
い
う
金
額
で
す
け 

ど
も
、
そ
れ
よ
り
も
当
然
、
入
札
の
方
は
だ
い
ぶ
ん
下
が
っ
て
で
す
ね
、
大
ま
か
な
あ
れ
で
言
え
ば
、
落
札
率
は
大
幅
に
下
が
っ
て
い
る
訳
で
す 

け
ど
も
、
ど
の
点
が
、
大
体
で
良
い
で
す
。
細
か
い
数
字
は
、
ま
た
「
言
え
な
い
。」
と
多
分
言
い
ま
す
か
ら
。
大
体
で
良
い
で
す
か
ら
、
そ
の 

下
が
っ
た
要
因
は
、
本
体
の
中
の
、
ま
た
建
設
か
電
気
か
機
械
か
と
い
う
こ
と
で
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 
大
変
、
難
し
い
ご
質
問
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
で
す
ね
、
私
が
内
訳
書
を
見
て
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
お
答
え
が
出
来
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
う
ち
が
外
構
を
外
し
て
い
る 

と
い
う
の
は
、
一
番
最
後
に
な
っ
て
ど
う
な
る
か
な
と
、
そ
の
配
置
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
工
事
に
よ
っ
て
は
、
こ
こ
も
舗
装
し 

た
方
が
良
い
な
と
か
出
て
来
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
外
構
を
外
し
て
い
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
あ
と
は
企
業
努
力
と
い
い
ま
す
か
、 

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
入
札
し
た
積
算
の
結
果
が
で
す
ね
、
こ
う
い
う
数
字
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
う
い
う
こ
と
で
、
全
体
工
事
と
す
れ
ば
、
当
然
、
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
無
い
限
り
、
議
会
に
、
こ
の
前
、
お
示
し
し
ま
し
た
金
額
よ
り
当
然
、 

総
事
業
費
は
下
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

建
設
の
本
体
、
電
気
設
備
、
ど
こ
が
下
が
っ
た
の
か
と
言
わ
れ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
私
の
方
で
は
内
容
に
つ
い
て
は
各
業
者
さ
ん
が
、
今
回
、
建 

築
、
機
械
、
電
気
、
そ
の
他
と
い
う
こ
と
で
一
括
し
た
一
本
の
設
計
書
の
中
に
見
積
も
っ
て
入
札
さ
れ
る
も
ん
で
す
か
ら
、
中
の
詳
細
は
ち
ょ
っ 

と
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
各
業
者
さ
ん
の
要
す
る
に
見
積
単
価
と
か
で
す
ね
、
そ
う
い
う
の
が
企
業
が
努
力
す
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
下
げ
れ 

る
と
い
う
範
囲
の
中
で
、
各
業
者
さ
ん
が
入
札
を
さ
れ
た
と
思
う
ん
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
色
ん
な
差
が
出
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

業
者
の
企
業
努
力
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
答
弁
で
し
た
け
ど
も
、
九
億
五
千
万
の
中
で
ち
ょ
っ
と
消
費
税
も
入
れ
て 

の
八
億
二
千
万
程
に
下
が
っ
て
ま
す
ん
で
、
随
分
辛
抱
し
た
な
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
す
け
ど
も
、
こ
れ
か
ら
行
政
と
し
て
で
す
ね
、
工
事
、
勿 

論
、
材
料
の
品
質
も
検
査
す
る
の
も
当
然
で
す
が
、
工
事
に
手
抜
き
の
無
い
よ
う
に
管
理
を
充
分
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
取
り
敢 
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え
ず
二
億
ぐ
ら
い
減
っ
て
ま
す
ん
で
で
す
ね
、
簡
単
に
二
億
も
中
々
辛
抱
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ん
で
、
そ
こ
ら
辺
の
行
政
と
し 

て
の
指
導
を
、
管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

お
そ
ら
く
二
億
も
幾
ら
も
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
会
に
説
明
を
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
総
事
業
費
で
話
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
度
の
場
合
は
、
頭
か
ら
外
構
工
事
は
外
れ
て
ま
す 

ん
で
、
そ
う
い
う
、
で
か
い
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
誤
解
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩

坪

議

員 

八
番
（
岩
坪
義
光
） 
こ
の
工
事
の
工
期
は
、
前
、
説
明
を
受
け
た
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
十
二
月
の
何
日
ま
で
で
し
た
か
ね
、
来
年
度
の
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

今
の
予
定
で
は
、
三
日
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

岩

坪

議

員 

八
番
（
岩
坪
義
光
） 

十
二
月
三
日
ま
で
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
も
、
工
期
が
延
び
な
け
れ
ば
冬
休
み
に
生
徒
は
移
動
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す 

け
ど
も
、
冬
休
み
も
相
中
に
正
月
な
ん
か
入
っ
て
一
週
間
ぐ
ら
い
は
公
務
員
辺
り
も
休
み
、
学
校
の
先
生
達
も
休
み
で
す
け
れ
ど
も
、
引
越
し
は 

大
丈
夫
で
す
か
、
教
育
長
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

教

育

長 

教
育
長
（
筒
井
英
敏
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

学
校
、
教
育
委
員
会
、
そ
れ
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
の
校
長
と
は
、
来
年
の
十
二
月
に
は
出
来
上
が
る
と
い
う
話
は
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

引
越
し
の
こ
と
も
話
は
し
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
ま
だ
確
実
な
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
引
越
し
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
、
そ 

れ
か
ら
各
学
校
と
も
、
よ
く
協
議
を
重
ね
て
、
そ
れ
と
、
町
長
も
提
案
理
由
の
中
で
申
し
上
げ
ま
し
た
け
ど
も
、
子
ど
も
た
ち
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル 

で
設
計
に
関
し
ま
し
て
は
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
辺
も
十
分
、
協
議
を
重
ね
た
上
で
、
引
越
し
に
つ
い
て
は
決
め
た
い
と
思
っ
て
お 

り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

岩

坪

議

員 

八
番
（
岩
坪
義
光
） 

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
工
期
が
延
び
な
い
よ
う
に
、
ま
た
町
長
と
建
設
課
長
も
そ
の
点
を
よ
ろ 
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し
く
っ
ち
ゅ
う
が
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

土

川

議

員 
五
番
（
土
川
重
佳
） 

今
回
の
で
す
ね
、
工
事
請
負
に
つ
き
ま
し
て
、
契
約
の
相
手
方
が
島
内
も
建
設
業
者
さ
ん
、
い
っ
ぱ
い
居
ま
す
け
ど
も
、 

今
回
の
場
合
は
島
外
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
今
後
、
こ
の
学
校
建
設
に
当
た
り
、
島
内
の
建
築
さ
ん
、
大
工
さ
ん
、
左
官
さ
ん
と
か 

居
ま
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
の
人
達
に
も
や
っ
ぱ
り
仕
事
が
、
皆
せ
っ
か
く
、
無
い
、
こ
の
不
景
気
の
中
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
島
内
の
建
設
さ 

ん
に
与
え
る
影
響
と
か
ね
、
仕
事
が
回
っ
て
く
る
の
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 
こ
れ
で
承
認
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
会
社
と
契
約
を
す
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
段
取
り
と
し
て
は
で
す
ね
、 

下
請
け
会
社
を
見
つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
ま
す
、『
上
滝
・
み
な
と
両
建
設
会
社
』
が
や
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は 

民
間
の
仕
事
で
ご
ざ
い
ま
す
ん
で
、
建
前
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
こ
れ
は
会
社
が
ど
こ
を
雇
お
う
が
我
々
が
口
出
し
を
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
、 

そ
う
い
う
ふ
う
に
基
本
的
に
は
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
、
こ
れ
も
、
お
そ
ら
く
元
請
け
と
下
請
け
の
契
約
の
話
に
な
ろ
う
か
と
思
い 

ま
す
の
で
、
そ
れ
が
出
来
る
だ
け
整
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
な
と
、
そ
う
い
う
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

土

川

議

員 

五
番
（
土
川
重
佳
） 

町
長
の
ご
意
見
も
分
か
り
ま
す
け
ど
も
、
や
は
り
せ
っ
か
く
ね
、
島
内
の
公
共
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
契
約
の
場
合
に
は
、 

是
非
、
町
長
の
お
力
添
え
、
そ
し
て
地
元
の
雇
用
に
繋
が
る
よ
う
に
ひ
と
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

先
程
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
出
来
る
だ
け
法
律
に
違
反
し
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
、 

努
力
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

近

藤

議

員 

一
番
（
近
藤
育
雄
） 

契
約
の
終
期
、
工
期
の
終
期
は
十
二
月
三
日
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
て
ま
す
け
ど
も
、
最
初
は
八
月
中
に
終
わ
っ
て
、 

八
月
中
の
夏
休
み
に
引
越
し
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
で
す
ね
。
ま
あ
、
諸
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ん
で
、
こ
れ
は
良
い
と
し
て
、
工
事
の
始
ま
り 

は
、
い
つ
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
、
予
定
は
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 
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建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
こ
の
議
案
が
と
お
り
ま
し
た
ら
契
約
、
で
す
か
ら
入
札
後
、
七
日
以
内
に
契
約
し
て
、
そ
れ
か
ら
更
に
七
日
以
内
に
着
工
と
い
う
こ
と
に
規
定 

が
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
で
着
工
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

近

藤

議

員 

一
番
（
近
藤
育
雄
） 

は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。 

 

今
年
中
に
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
結
構
、
私
は
大
型
工
事
と
み
て
い
る
ん
で
す
け
ど
も
、
期
間
が
長
い
で
す
よ
ね
、
一
年
間
。
そ
れ
も
、 

町
内
の
主
要
道
路
と
い
う
か
、
本
通
り
を
資
材
の
運
搬
で
す
け
ど
も
、
大
型
ダ
ン
プ
辺
り
が
結
構
、
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
。
こ
れ
が
一
年
間
近 

く
掛
か
る
と
思
い
ま
す
。
以
前
、
他
の
業
者
で
す
け
ど
も
、
ダ
ン
プ
が
結
構
な
猛
ス
ピ
ー
ド
で
で
す
ね
、
道
を
走
っ
て
い
て
危
な
い
な
と
思
っ
た 

と
こ
ろ
が
過
去
何
度
か
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
今
回
の
こ
の
長
期
間
で
町
内
の
メ
イ
ン
道
路
を
結
構
使
っ
て
走
る
と
、
子
ど
も
の
通
学
路
で
も
あ 

る
し
、
そ
こ
ら
辺
の
安
全
対
策
、
例
え
ば
何
十
キ
ロ
以
内
と
か
で
す
ね
、
そ
こ
ら
辺
ま
で
堅
く
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
も
、
監
督
下
と 

し
て
十
分
に
、
こ
の
安
全
対
策
で
す
か
、
ス
ピ
ー
ド
出
し
す
ぎ
る
な
と
か
、
そ
う
い
っ
た
指
導
は
さ
れ
る
訳
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
是
非
、
お
願
い 

し
た
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
の
契
約
が
済
み
ま
す
と
、
最
初
に
関
係
者
の
会
議
を
行
な
い
ま
す
。
施
行
業
者
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う
会
議
の
中
で
安
全
対
策
と
い
う
こ 

と
は
、
今
ま
で
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
は
特
に
学
校
に
関
わ
る
、
通
学
路
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の
で
、
特
に
そ
こ
ら
辺
の
注
意
を
十
分
し 

ま
し
て
、
安
全
対
策
に
は
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小

辻

議

員 

六
番
（
小
辻
隆
治
郎
） 

先
程
、
品
質
の
問
題
に
つ
い
て
、
ご
意
見
あ
り
ま
し
た
け
ど
も
、
設
計
事
務
所
は
管
理
ま
で
を
含
ん
で
ま
す
か
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

建

設

課

長 

建
設
課
長
（
升
水
裕
司
） 

今
回
の
小
中
学
校
の
合
同
校
舎
の
建
設
工
事
の
施
行
管
理
と
い
た
し
ま
し
て
、
設
計
委
託
を
し
て
お
り
ま
し
た
『
環

設
計
工
房
』
と
施
行
管
理
の
方
も
委
託
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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（「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
五
四
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
し
ま
す
。 

 

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
五
四
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
程
第
五
、
議
案
第
五
五
号
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

本
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

議
案
第
五
五
号
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
、
人
事
院
は
、
国
会
及
び
内
閣
に
対
し
、
例
年
同
様
、
公
務
と
民
間
の
給
与
を
比
較
し
た
結
果
、
公
務
が
民
間
を

上
回
っ
た
た
め
、
国
家
公
務
員
給
与
の
俸
給
表
の
引
き
下
げ
改
定
を
勧
告
し
て
お
り
ま
す
。 

 

改
定
は
、
民
間
の
給
与
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
五
十
歳
代
を
中
心
に
、
四
十
歳
代
以
上
を
念
頭
に
お
い
て
行
な
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

職
員
の
年
間
給
与
は
、
平
均
で
一
万
五
千
円
、
〇
・
二
三
％
の
引
き
下
げ
と
な
り
、
三
年
連
続
の
引
き
下
げ
と
い
う
勧
告
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
月
例
給
に
お
い
て
、
民
間
と
の
較
差
〇
・
二
三
％
を
減
額
す
る
も
の
で
、
期
末
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
改
正
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は
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 
ま
た
、
給
与
構
造
改
革
に
お
け
る
経
過
措
置
額
（
元
給
補
償
）
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
九
九
・
五
九
を
百
分
の
九
九
・
一
（
減
額
改
定
対
象
職

員
以
外
の
職
員
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
九
九
・
三
四
）
に
改
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
減
額
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月
期
の
期
末
手
当
、
支
給
日
が
十
二
月
九
日
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
改
訂
し
て

調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
臨
時
会
に
ご
提
案
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

附
則
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
（
公
布
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
）
と

し
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

た
だ
い
ま
の
町
長
の
説
明
で
、
四
十
歳
以
上
を
対
象
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
行
政
職
と
そ
れ
か
ら
医

療
職
、
そ
し
て
海
事
職
の
対
象
者
が
何
名
ず
つ
か
、
答
弁
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

総

務

課

長 

総
務
課
長
（
西
村
久
之
） 

全
職
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
し
ば
ら
く
間
あ
り
） 

 

失
礼
し
ま
し
た
。 

 

四
十
歳
以
上
と
い
う
こ
と
で
す
か
？ 

 

今
回
の
改
定
は
、
主
に
四
十
歳
か
ら
五
十
歳
、
多
い
人
の
方
が
減
額
が
多
い
ん
で
す
け
ど
も
、
対
象
者
は
全
職
員
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

そ
れ
で
は
で
す
ね
、
四
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
以
上
の
対
象
者
を
月
額
は
い
い
で
す
け
ど
も
、
全
体
と
し
て
ど
の
く
ら 

い
減
額
に
な
り
ま
す
か
。
そ
れ
と
、
対
象
外
の
職
員
で
す
ね
、
そ
う
い
っ
た
人
達
の
減
額
で
も
な
っ
て
ま
す
ん
で
、
そ
れ
の
年
額
で
あ
れ
ば
、
分 
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か
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

総

務

課

長 
総
務
課
長
（
西
村
久
之
） 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
述
べ
ま
す
と
で
す
ね
、
全
職
員
を
述
べ
ま
す
と
大
体
八
百
九
十
九
円
に
な
り
ま
す
。
全
職
員
を
述
べ
ま
す
と
で
す
ね
、
月
額
で
す
け
ど

も
。
そ
れ
か
ら
、
四
十
歳
以
上
と
な
り
ま
す
と
大
体
、
級
で
言
い
ま
す
と
、
三
級
か
ら
六
級
ま
で
と
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
け
ど
も
、
そ
の
一
番

大
き
い
額
で
三
級
の
方
が
一
千
百
円
、
四
級
の
方
が
一
千
五
百
円
、
五
級
の
方
が
一
千
七
百
円
、
六
級
の
方
が
二
千
円
、
一
番
大
き
く
減
額
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
金
額
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
れ
と
対
象
外
と
言
い
ま
す
の
は
、
今
回
の
場
合
の
改
定
対
象
外
と
い
う
の
は
、
中
途
採
用
の
職
員
で
、
計
算
し
ま
す
と
、
そ
の
額
よ
り
も
小

さ
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
人
は
期
末
勤
勉
、
支
給
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

そ
の
月
額
も
分
か
る
ん
で
す
が
、
行
政
全
体
で
の
金
額
は
分
か
り
ま
す
か
。
調
べ
て
な
い
？ 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

総

務

課

長 

総
務
課
長
（
西
村
久
之
） 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

そ
の
点
は
、
ち
ょ
っ
と
今
、
計
算
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

（
執
行
部
、
一
時
退
席
） 

（
別
室
に
て
、
全
協
） 

― 

休 

憩 
 
 

午 

後 
 

三 

時 
 

八 
 

分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

後 
 

三 

時 

四
十
六 

分 

― 

（
執
行
部
、
再
度
入
室
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

再
開
し
ま
す
。 

 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

先
程
、
今
年
度
の
減
額
分
の
総
額
を
答
弁
を
お
願
い
し
た
ん
で
す
が
、
未
だ
手
元
に
資
料
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま 
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し
た
が
、
総
額
が
分
か
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

総

務

課

長 
総
務
課
長
（
西
村
久
之
） 

お
答
え
し
ま
す
。 

 

今
年
度
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
十
九
万
七
百
七
十
一
円
に
な
り
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

今
回
と
い
い
ま
す
か
、
小
値
賀
町
全
体
の
職
員
給
与
は
、
県
全
体
と
し
て
も
確
か
に
低
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
現
在
の
ラ 

ス
パ
イ
レ
ス
の
係
数
は
、
分
か
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
総

務

課

長 

総
務
課
長
（
西
村
久
之
） 
お
答
え
し
ま
す
。 

 

九
一
・
二
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
原
案
に
反
対
者
の
発
言
を
許
し
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
反
対
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

反
対
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

次
に
、
原
案
に
賛
成
者
の
発
言
を
許
し
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
賛
成
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

賛
成
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 
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こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
こ
れ
か
ら
、
議
案
第
五
五
号
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 
こ
の
表
決
は
、
起
立
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。 

 

議
案
第
五
五
号
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
、
起
立
願
い

ま
す
。 

（
賛
成
者
起
立
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
起
立
全
員
で
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
五
五
号
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
程
第
六
、
議
案
第
五
六
号
、
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

本
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

議
案
第
五
六
号
、
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

議
案
第
五
五
号
同
様
、
人
事
院
の
勧
告
を
受
け
ま
し
て
、
月
例
給
に
お
い
て
は
、
民
間
と
の
較
差
〇
・
二
三
％
を
減
額
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
期
末
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
改
正
を
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
減
額
調
整
に
つ
き
ま
し
て
も
、
十
二
月
期
の
期
末
手
当
で

実
施
を
い
た
し
ま
す
。 

 

附
則
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
五
五
号
議
案
同
様
、
公
布
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
の
施
行
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
、
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 
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質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
原
案
に
反
対
者
の
発
言
を
許
し
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
反
対
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

反
対
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

次
に
、
原
案
に
賛
成
者
の
発
言
を
許
し
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
賛
成
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

賛
成
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
五
六
号
、
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
の
表
決
は
、
起
立
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。 

 

議
案
第
五
六
号
、
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
、
起
立
願
い
ま
す
。 

（
賛
成
者
起
立
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

起
立
全
員
で
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
五
六
号
、
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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日
程
第
七
、
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 
お
手
元
に
配
付
の
と
お
り
、
十
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
「
二
〇
〇
海
里
の
森
づ
く
り
・
植
樹
」
へ
の
研
修
会
に
議
員
派
遣
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
決
定
し
ま
し
た
本
件
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
場
合
の
取
り
扱
い
は
、
議
長
に
一
任
願
い
ま
す
。 

 

以
上
で
、
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
の
審
議
は
、
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
平
成
二
十
三
年
小
値
賀
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

  

― 

午 

後 
 
 

三 

時 

五
十
二 

分 
 

閉 

会 

―  


